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ハリオアマツバメ（Hirundapus caudacutus）の巣内ビナ
救護時に見出されたハジラミ類
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2019年8月末、北海道十勝地方某所にて、衰弱したハ
リオアマツバメ（Hirundapus caudacutus）巣内ビナ2
羽が救護され、酪農学園大学野生動物医学センターに収
容された（同センター登録番号As17580および17581；
図1）。その後、これら両個体は、無事、放鳥されたが、
ケアの際に、両個体頭部にそれぞれ20個体を超す外部寄
生虫が目視確認された（図2上段左）。そこで、幼鳥の
状態に影響を与えないように保定し、7つの虫体（後述）
と羽毛に着いた卵（図2下段）を採集し、70％エタノー
ルで固定・保存した。これらを光学顕微鏡下で観察し、
各部位をエリアカーブメータ（X-Plan 380dⅢ：牛方商
会、神奈川）を用い測定した。
その結果、得られた虫体はハジラミ類で、雄3虫体お

よび雌4虫体であった。雌雄とも体長3．8mm、頭部（長
さ×幅；以下同様）0．6mm×1．0mm、胸部0．9mm×
0．6mm、腹部2．4mm×1．5mm、体各部の剛毛の長さ
は腹部側方で0．6mm～1．1mm、腹部背側で0．9mm、
尾端で1．6mmであった。雌雄生殖器の特徴はそれぞれ、

図2上段中央あるいは同右を参照されたい。虫卵は羽軸
に付着し、幼虫を包含した虫卵サイズは120µm×48µm
であった（図2下段左）。
以上の形態概観はMenoponidae科のハジラミ類で、
Palma［1］が定義したDennyus属Takamatsuia亜属と一
致した。このカタログ［1］で参照されたニュージーラン
ド産ハリオアマツバメから得られた虫体が若虫ニンフで
あったため、種名は保留されていた。なお、ハリオアマ
ツバメは日本には夏鳥として飛来し、おもな越冬地は
ニューギニアからオーストラリア東部とされている。
よって、Palma［1］のニュージーランドにおける発見事例
は偶発的事象であったかもしれない。ところで、その記
載［1］中に重要参照種として、D. (T.) majorが紹介され

図2．酪農学園大学野生動物医学センターに収容された
ハリオアマツバメ巣内ビナ頭部に認められた
Dennyus （Takamatsuia）majorと考えられる種
の寄生状況（上段左楕円内白点）、同虫体雄（同
中央）・雌（同右）の拡大像、および虫卵（下段
左）と幼虫孵化後の卵殻（同右；矢印）。図中の
スケールはいずれも1mm

図1．酪農学園大学野生動物医学センターに収容された
ハリオアマツバメのヒナが飼育用ダンボール箱壁
面に取り付けられた金網に懸垂して休息する様子
（左）と腹部検査の様子（右）
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ていたが、宿主特異性が高いというハジラミ類一般の属
性を鑑みた場合、今回の標本もこの種である蓋然性は極
めて高い。D. (T.) majorは、1926年、日本産ハリオア
マツバメに認められた標本について記載されたものであ
る［2］。もし、今回の種がこの種であった場合、90年以
上の期間を経て、2番目の記録となる。
頭部に虫体・卵が多く確認されたのは、自身の嘴によ

る除去が不可能なことで、もし、親鳥の加護があれば親
により除去されたものであろう。鳥類に寄生するハジラ
ミ類は小羽枝を中心に摂食するので、濃厚寄生では羽毛
へのダメージは必至である。よって、今回のように可能

な限り除去するのも健康維持のために必要な措置であっ
たと判断した。
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